
甘
水

甘
水

(

一)

は
宏
農

(

二)

郡
宜
陽
県
①

(

三)

に
あ
る
鹿ろ
く

蹄て
い

山さ
ん

(

四)

か
ら
流
れ
出
る
②

。

水経注疏訳注第十六甘水

①

《

楊�》
宜
陽
県
に
つ
い
て
は

『

洛
水
注』

に
詳
し
い

(

五)

。

②
楊�(『
山
海
経』)

中
次
四
経
は
、｢

鹿
蹄
の
山
、
甘
水
は
こ
こ
か
ら
流
れ
出
る
。
北
に
流
れ
て
洛
水
に
注
ぐ｣

(

六)

と
い
う
。
こ

の

『

経
文』

の
元
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(

鹿
蹄)

山
は
河
南
郡
陸り
く

渾こ
ん

県
①

(
七)

の
西
北
に
あ
り
②

、
世
間
で
は
こ
の
山
を
縦
し
ょ
う

山ざ
ん

と
い
う
。

①

《

楊�》
(

陸
渾)

県
は

『

洛
水
注』

に
詳
し
い

(

八)

。

②
楊�(
鹿
蹄)

山
に
つ
い
て
は
、『

洛
水
注』
を
も
参
照

(

九)

。『

隋
志』

興
泰
県
条
に
鹿
蹄
山
が
あ
る

(

一
〇)

。
今
の
宜
陽
県
の
東

南
五
〇
里
の
位
置
に
あ
る
。

水
の
流
れ
出
る
の
は
、
山
の
く
ま
か
ら
で
あ
る
①

。
だ
か
ら
世
の
中
の
人
々
は
、(

甘
水
が
流
れ
出
す)

所
を
名
づ
け
て
甘
掌
と
し
た
②

。

①
楊�
甘
水
は
今
の
宜
陽
県
東
南
か
ら
流
れ
出
て
い
る
。

②
朱
は

｢

掌｣

を
誤
っ
て

｢

棠｣

に
作
る
。

水
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訳
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趙
は

(｢

掌｣

に)

改
め
て
い
う

(

一
一)�
黄
本
が

｢

甘
掌｣

に
作
っ
て
い
て
、(

一
二)

、｢

華
掌｣

｢

鸞
掌｣

と
い
う
よ
う
な
類
の
も
の

で
あ
る
。『
元
和
志』

河
南
府

(

一
三)

・
寿
安
県
条
に
、｢

も
と
は
漢
の
宜
陽
県
の
地
で
あ
り

(

一
四)

、
北
魏
は
新
安
県

(

一
五)

を
分
け
て

甘
掌
県
を
置
い
た｣

(

一
六)

と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

戴
も
同
じ
く
改
め
る

(

一
七)

。

全
は

｢

甘
泉｣

に
作
る
が
、
誤
り
で
あ
る

(

一
八)

。

(

一)

現
在
の
甘
河
は
小
作
河
と
も
称
し
、
河
南
省
伊
川
県
樊は
ん

村
郷
鉄
炉
村
・
任
村
に
源
を
発
し
、
張
村
を
経
て
伊
川
樊
店
ダ
ム
に
入
る
。

そ
の
後
再
び
宜
陽
県
の
豊
李
郷
で
河
口
村
に
入
り
、
尹
屯
村
、
牛
庄
村
を
経
て
小
作
村
の
東
北
で
洛
河
に
入
る
。
全
長
約
三
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
流
域
面
積
一
一
四.
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

(『
千
年
帝
都』

四
五
頁)

。

(

二)
｢

宏
農｣

と
は

｢

弘
農｣

の
こ
と
。
清
の
乾
隆
帝
の
諱
が
弘
暦
で
あ
る
こ
と
か
ら
、｢

弘｣

字
を
避
け
て
、｢

宏｣

に
改
め
て
い
る
。

(

三)

宜
陽
は
漢
代
に
も
県
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
以
後
各
王
朝
で
も
県
で
あ
り
続
け
る
。
た
だ
し
県
名
は
唐
代
に
福
昌
に
改
め

ら
れ
、
金
に
も
と
に
戻
る
が
、
元
で
は
富ふ

晏あ
ん

、
明
初
に
宜
陽
に
戻
る
。

(

四)

鹿
蹄
山

(

鹿�
山)

は

『

明
一
統
志』

巻
二
九
河
南
府
に

｢
鹿
蹄
山
在
宜
陽
県
。
俗
名
非
山
、
山
上
多
美
玉
、
下
多
金
。
甘
水
出

焉
、
西
北
流
注
於
洛｣

と
あ
る
。
現
在
名
は
半は
ん

坡ぱ

山
、
別
名
半
壁
山
で
宜
陽
県
に
あ
り
、
海
抜
八
一
八
メ
ー
ト
ル

(『

宜
陽
県
志』

一
六

〇
頁)

。
ま
た
、
名
前
の
由
来
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て

『

寰
宇
記』

巻
六
に
引
く

『

九
州
島
要
記』

に

｢

弘
農
県
有
鹿
山
、
山
中
石
上
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有
自
然
鹿
跡
、
非
人
功
所
為｣

と
あ
る
。

(

五)

巻
一
五

『

洛
水
注』

に

｢

秦
武
王
以
甘
茂
為
左
丞
相
、
曰
、
寡
人
欲
通
三
川
、
窺
周
室
、
死
不
朽
矣
。
茂
請
約
魏
以
攻
韓
、
斬
首

六
万
、
遂
抜
宜
陽
城
。
故
韓
地
也
、
後
乃
県
之
、
漢
哀
帝
封
息
夫
躬
為
侯
国｣

と
あ
る
。

(

六)
『

山
海
経』

中
山
経
・
中
次
四
経
に

｢

釐
山
之
首
、
曰
鹿
蹄
之
山
、
其
上
多
玉
、
其
下
多
金
。
甘
水
出
焉
、
而
北
流
注
于
洛
、
其
中

多�
石｣

と
あ
る
。

(

七)

台
湾
本
・
江
蘇
本
は

｢
故
城｣

を
増
す
。
陸
渾
県
は
現
在
の
河
南
省
洛
陽
市
嵩す
う

県
北
部
の
陸
渾
水
庫
付
近
。
漢
代
に
設
置
さ
れ
、

東
魏
時
代
に
北
陸
渾
県
と
南
陸
渾
県
に
分
け
ら
れ
た
が
、
北
周
時
代
に
再
び
陸
渾
県
に
統
一
さ
れ
た
。
唐
代
に
伊
陽
県
が
分
置
さ
れ
、

五
代
時
期
に
伊
陽
県
に
統
合
さ
れ
た
。
明
代
に
嵩
県
に
改
名
さ
れ
た
。
陸
渾
県
故
城
は
、
嵩
県
田
湖
郷
毛
荘
村
陸
渾
自
然
村
に
あ
り
、

西
城
壁
、
北
城
壁
と
も
に
残
長
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
残
高
一.
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

(『

訳
注

洛
水
・
伊
水
篇』

三
五
頁)

。

(

八)

巻
一
五

『

洛
水
注』

に
は
陸
渾
県
に
関
す
る
記
述
は
あ
る
が
、
詳
し
い
の
は
同
じ
巻
一
五

『

伊
水
注』

で
あ
る
。
数
箇
所
あ
る
記

述
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、｢

逕
陸
渾
県
故
城
北｣

の
疏
文
に

｢
守
敬
按
、
嵩
県
志
陸
渾
廃
県
在
北
三
十
里
、
秦
置
。
即
秦
晋
遷
戎
之
地
。

両
漢
属
宏
農
郡｣

と
あ
る
。

(

九)

巻
一
五

『

洛
水
注』

に
お
い
て
、
非
山
と
鹿
蹄
山
と
の
関
係
性
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、｢

会
貞
按
、
甘
水
篇
先
叙
甘
水
発
于
鹿�
山
、

東
北
流
、
又
北
屈
、
乃
叙
非
山
水
出
非
山
、
東
流
入
甘
水
、
則
鹿�
山
・
非
山
為
二
。
如
此
言
鹿�
山
世
謂
之
非
山
、
是
自
相
矛
盾
矣
。

尋
此
注
叙
甘
水
発
于
鹿�
山
、
北
流
注
洛
、
皆
与
彼
篇
詳
略
互
見
。
彼
篇
云
、
鹿�
山
俗
謂
之
縦
山
。
疑
此
帯
駁
一
句
、
作
世
謂
之
縦
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山
、
非
也
。
当
脱
縦
山
二
字
、
今
訂｣

と
あ
る
。

(

一
〇)

『
隋
志』

中
・
河
南
郡
条
に

｢

興
泰

(

県)

、
大
業
初
置
。
有
鹿
蹄
山
・
石
墨
山
・
鍾
山｣

と
あ
る
。

(

一
一)

台
湾
本
・
江
蘇
本
は

｢

趙
拠
黄
本
改
云｣

と
す
る
。

(

一
二)

巻
一
五

『
伊
水
注』

に

｢

鸞
掌
山｣

が
み
え
る
。
そ
の

『

注』

文
は

｢

世
人
謂
伊
水
為
鸞
水｣

、
疏
文
は

｢

会
貞
按
、
注
鸞
水
為

世
俗
之
名
、
至
後
又
以
水
目
山
。
元
和
志
因
有
出
鸞
掌
山
之
説｣

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
伊
水
は
俗
に
鸞
水
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

鸞
掌
山
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
、『

元
和
志』

は
伊
水
が
鸞
掌
山
か
ら
流
れ
出
て
い
る
と
い
う
説
を
述
べ
た
、
と

し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
地
名
に

｢
掌｣

が
用
い
ら
れ
る
と
き
、
河
の
源
の
意
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り

｢

甘
水
の
流
れ
出
る
と
こ
ろ｣

の
意
か
ら
、｢

甘
掌｣

と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
華
掌
は
華
水
の
源
で
あ
ろ
う
。
華
水
は
巻
六

『

汾
水
注』

に
み
え
る
。

(

一
三)

台
湾
本
・
江
蘇
本
は

｢

河
南
府｣

を
除
く
。

(

一
四)

台
湾
本
・
江
蘇
本
は

｢

本
漢
宜
陽
県
地｣

を
除
く
。

(

一
五)

新
安
は
七
九
頁
に
既
出
。

(

一
六)

(

欽
定
四
庫
全
書
本)

『

元
和
志』

巻
六
に

｢

寿
安
県
、
畿
東
北
至
府
七
十
六
里
、
本
漢
宜
陽
県
地
、
後
魏
分
新
安
置
甘
棠
県｣

と
あ
り
、
甘
掌
県
で
は
な
く
、｢

甘
棠｣

県
と
な
っ
て
い
る
。

(

一
七)

台
湾
本
・
江
蘇
本
は

｢

戴
作
掌｣

と
し
、
そ
の
下
に

｢

守
敬
按
、
大
典
本
・
明
抄
本
並
作
掌｣

を
増
す
。

水
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(

一
八)
台
湾
本
・
江
蘇
本
は
、
こ
の
文
を
削
る
。

東
北
に
向
か
い
河
南
県
の
南
に
至
り
、
北
に
向
か
っ
て
洛
水
に
入
る

(

一)

。

甘
水
は
水
源
を
発
し
て
東
北
に
流
れ
、
北
に
曲
が
り
、
あ
る
故
城
の
東
を
過
ぎ
る
。(

そ
れ
は)

非
山

(

二)

の
上
に
あ
り
①

、
世
の
人
は
こ
れ
を
石
城

(

三)

と
呼
ん
で
い
る
。

①
非
山
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。

京け
い

相そ
う�は
ん

は

｢

あ
る
人
が
い
う
に
は
、
甘
水
の
西
の
山
の
上
は
、
窪
み
も
あ
る
が
平
ら
か
で
①

、
も
と
の
甘

城

(

四)

が
あ
り
、
河
南
城
の
西
二
五
里
に
位
置
し
て
い
る
②

。(

甘
城
と
は)

こ
の
城

(

石
城)

の
こ
と
を

指
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る｣

(

五)
と
い
う
。

①
朱
は

｢

夷�｣
を

｢

夢
汁｣

に
作
る
。『

箋』�
孫
汝
澄
は

｢

夢
汁｣

は

｢

広
濶｣

に
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
。

全�
先
司
空
本

(

六)

で
は

｢

夷�｣
の
二
字
に
し
て
い
る
。

趙
・
戴
は
い
ず
れ
も
こ
れ
に
依
拠
し
て
改
め
て
い
る
。

楊�
朱
が

｢

夢
汁｣

に
作
っ
て
い
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。
孫
汝
澄
が

｢

広
濶｣

に
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
し
た
の
は
、
説
得
性

が
あ
る
。
先
司
空

(

全
元
立)

が

｢

夷�｣
に
作
る
の
は
、
言
葉
が
新
奇
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
典
拠
が
な
い
。
戴
も
こ
れ
に
依
拠

し
て
改
め
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
も
戴
が
全
・
趙
の
著
書
を
継
承
し
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
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②
楊�『
括
地
志』

に

｢

も
と
の
甘
城
は
河
南
県
の
西
南
二
五
里
に
あ
る｣
(

七)

と
い
う
。
こ
れ
は

(

八)

京
相�
の
説
に
基
づ
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し

｢

西｣

の
下
に

｢

南｣

の
字
を
増
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る

(

九)

。

私

(�
道
元)
が
考
え
る
に
、
甘
水
か
ら
一
〇
里
ほ
ど
東
①

、
洛
陽
城
の
南
に
も
と
の
甘
城
が
あ
る
。

①
戴
は

(｢

一
十
許
里｣

の)
｢

一｣

の
字
を
削
る

(

一
〇)

。

北
は
河
南
故
城

(

一
一)
に
対
し
て
お
り
①

、
世
の
人
は
こ
れ
を
鑑
洛
城
と
い
う
②

。｢

鑑｣

と

｢

甘｣

は
音
が

近
く
③

、
こ
れ
こ
そ
が
も
と
の
甘
城
で
あ
る
④

。

①
楊�(
河
南
故
城
は)

今
の
洛
陽
県
西
南
に
あ
る
。

②
朱
は

｢

鑑｣

を

｢

鑿｣

に
作
る
。『
箋』�
謝
兆
申

(

一
二)

は
、｢

鑿｣

は

｢

鑒

(

鑑)｣

に
作
る
も
の
も
あ
る
。
下
文
も
同
じ
、
と

い
う
。

全
・
趙
・
戴

(

一
三)

は

｢

鑑｣

に
改
め
る
。

《

楊�
大
典
本
・
残
宋
本
は
い
ず
れ
も

｢

鑑｣

に
作
る
。》

③
楊�『
洛
水
注』

で
は

｢

甘
洛
城｣

(

一
四)

に
作
る
。
こ
こ
で
世
の
人
々
が
こ
の
城
の
こ
と
を

｢

鑑
洛
城｣

と
い
う
の
は
、
ま
さ
に

｢

鑑｣

と

｢

甘｣

の
音
が
近
く

(

一
五)

、
お
互
い
に
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

④
楊�
京
相�
は
誤
っ
て
石
城
を
甘
城
と
し
た
が
、
本
当
は
鑑
洛
城
こ
そ
が
甘
城
で
あ
る
、
と
い
う
の
が�
道
元
の
い
い
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
石
城
は
甘
水
の
西
に
あ
り
、
鑑
洛
城
は
甘
水
の
東
に
あ
る
こ
と
は

『

注』

文
で
自
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
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『
春
秋
地
名
考
略』

(

一
六)

に
は

｢�
道
元
の
注
は
、
河
南
城
の
西
二
五
里
に
も
と
の
甘
城
が
あ
り
、
世
の
人
は
鑑
洛
城
と
い
い
、
甘
水

の
東
一
〇
里
に
あ
る
、
と
い
う｣

(

一
七)

と
あ
る
。
京
相�
の
説
と�
道
元
の
説
と
を
混
ぜ
て
一
つ
と
し
て
お
り

(

一
八)

、
誤
っ
て
い
る
。

王
子
帯

(

一
九)
の
封
邑
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
昭
叔
に
甘
公
と
い
う
呼
び
名
が
あ
る
の
で
あ
る
。

全�
考
え
る
に
王
子
帯
は
太
叔
と
称
し
、
死
後
に
甘
昭
公
と
称
さ
れ
て
お
り
、
昭
叔
と
称
し
て
は
い
な
い
。

熊�『
左
伝』

僖き

公こ
う

二
四
年
条
に
、｢

甘
昭
公
は
恵
后
に
寵
さ
れ
た｣

(

二
〇)

と
あ
る
。
杜
預
の
注
に
、｢

甘
昭
公
は
、
王
子
帯
で
あ
り
、

邑
を
甘
に
食
ん
だ｣

と
あ
る
。(『

国
語』)

晋
語
・
文
公
元
年
に

｢

襄
王
は
昭
叔
の
難
を
避
け
た｣

(

二
一)

と
あ
る
。�
道
元
は
こ
れ
に

基
づ
い
て

｢

昭
叔｣

と
称
し
た
の
で
あ
り
、
全
氏
は
こ
れ
を
見
逃
し
た
の
で
あ
る
。

(

一)

段

『

校
記』

に
よ
る
と
、
沈し
ん

炳へ
い

巽そ
ん

は
、｢
河
南
廃
県
は
府
城
の
唐
苑
内
に
あ
る｣

と
い
う
。

(

二)

非
山
の
通
称
は
半
壁
山
。
通
称
の
ご
と
く
東
西
両
面
が
切
り
立
っ
た
一
枚
壁
の
形
状
を
呈
し
て
お
り
、
ま
た
当
該
区
域
で
は
突
出

し
た
標
高
を
有
し
て
い
る
。
東
、
南
方
面
に
は
標
高
の
低
い
丘
陵
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
頂
上
か
ら
洛
河
、
伊
河
の
間
に
展
開

す
る
丘
陵
地
帯
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る

(『

訳
注

洛
水
・
伊
水
篇』

一
七
頁)

。

(

三)

石
城
故
城
は
、
宜
陽
県
城
関
鎮
、
白
楊
郷
、
樊
村
郷
の
境
界
に
あ
る
非
山
の
山
上
に
残
存
し
て
い
る
。
故
城
遺
址
は
、
山
頂
部
の

両
壁
面
に
石
積
み
を
三
重
に
施
し
た
も
の
で
、
最
も
外
側
の
城
壁
の
残
長
は
二
五
一
メ
ー
ト
ル
、
中
層
の
城
壁
の
残
長
は
一
二
〇
メ
ー

ト
ル
、
内
層
の
城
壁
の
残
長
は
七
五
メ
ー
ト
ル
、
残
存
高
は
不
均
一
で
あ
る

(『
訳
注

洛
水
・
伊
水
篇』

一
七
頁)

。
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(

四)
甘
城
は
別
名
甘
洛
城
。
遺
構
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
甘
河
の
河
口
に
あ
る
豊
李
郷
の
集
落
内
に

｢

古
城｣

と
い
う

地
名
が
残
っ
て
い
る
と
い
う

(『

訳
注

洛
水
・
伊
水
篇』

一
七
頁)

。
た
だ
し
、
京
相�
は
甘
城
を
石
城
と
考
え
て
い
て
、
本
注
に
示

し
て
い
る
こ
の
地
と
は
異
な
る
。

(

五)
『

黄
氏
逸
書
考』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
京
相�『
春
秋
土
地
名』

に

｢

甘
、
或
云
、
甘
水
西
山
上
夢
汁
而
平
。
有
故
甘
城
、
在
河
南

城
西
二
十
五
里
、
指
謂
是
城
也
。
今
河
南
河
南
県
有
甘
水
、
北
入
洛｣

と
あ
る
。

(

六)

先
司
空
と
は
全
祖
望
の
六
世
祖
で
あ
る
全
元
立
を
指
す
。
全
祖
望
が

『

水
経
注』

の
校
訂
を
行
っ
た
際
に
は
、
先
祖
が
残
し
た
各
々

の
校
本
も
参
照
し
て
お
り
、
先
司
空
本
と
は
全
元
立
の
校
本
で
あ
る
。
早
坂
俊
広

｢

全
祖
望
と
鈔
書
の
精
神
史｣

(『

人
文
科
学
論
集』

〈

人
間
情
報
学
科
編〉

四
七
、
二
〇
一
三)
を
参
照
。

(

七)
『

括
地
志』

巻
六
洛
州
に

｢

故
甘
城
在
洛
州
河
南
県
西
南
二
十
五
里
。
左
伝
云
、
甘
昭
公
、
王
子
叔
帯
也
。
洛
陽
記
云
、
河
南
県
西

南
二
十
五
里
有
水
出
焉
。
北
流
入
洛
、
山
有
甘
城
、
即
甘
公
采
邑
也｣

と
あ
る
。

(

八)

台
湾
本
・
江
蘇
本
は

｢

此｣

を
削
る
。

(

九)

前
注

(

七)

に
示
し
た
よ
う
に
、『

括
地
志』

が
基
づ
い
た
の
は

『

洛
陽
記』

で
あ
り
、『

春
秋
土
地
名』

で
は
な
い
。
こ
の
こ
と

は
段

『

校
記』

が
指
摘
し
て
い
る
。

(

一
〇)

江
蘇
本
は
こ
の
疏
文
を
削
る
。

(

一
一)

河
南
県
城
は
、
東
周
王
城
内
の
中
西
部
、
現
在
の
澗
河
沿
い
に
築
か
れ
て
お
り
、
そ
の
形
状
は
正
方
形
に
近
く
、
東
周
王
城
の
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城
壁
を
外
郭
の
よ
う
に
利
用
し
た
も
の
と
い
え
る
。
一
九
五
四
年
中
国
科
学
院
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
東
西
一
四
八
五
メ
ー
ト

ル
、
南
北
一
四
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
周
長
約
五
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(『

訳
注

洛
水
・
伊
水
篇』

二
〇
頁)

。

(

一
二)

謝
兆
申

(
字
は
耳
伯)

は
明
の
人
。『

注』

の
校
訂
を
行
い
、『

箋』

の
作
成
に
協
力
し
た
。

(

一
三)

江
蘇
本
は

｢
全｣

を
削
り
、｢

戴
・
趙｣

に
作
る
。
台
湾
本
は

｢

全
・
戴
・
趙｣

に
作
る
。

(

一
四)

巻
一
五

『

洛
水
注』
に
は

｢

南
有
甘
洛
城
、
郡
国
志
所
謂
甘
城
也｣

と
あ
る
。

(

一
五)

台
湾
本
・
楊
守
敬
集
は

｢
相｣

字
を
削
る
。

(

一
六)

『

春
秋
地
名
考
略』

は
一
四
巻
。
清
の
高
士
奇
撰
。『

潜せ
ん

邱
き
ゅ
う

箚さ
っ

記き』

で
は
、
実
際
に
は
秀
水
の
徐
勝
の
執
筆
と
し
て
い
る
。
こ
の

書
は

『

春
秋』

の
経
と
伝

(

左
伝)

の
地
名
を
国
ご
と
に
分
け
て
編
次
と
し
、
そ
の
下
に
経
文
・
伝
文
・
杜
預
注
、
及
び
諸
書
を
引
い

て
い
る
。

(

一
七)

四
庫
全
書
本

『

春
秋
地
名
考
略』

巻
一
・
周
・
甘
条
に

｢

僖
二
十
四
年
、
甘
昭
公
有
寵
于
恵
后
。
杜
注
、
王
子
帯
食
邑
河
南
県

西
南
、
有
甘
水
。
後
漢
志
、
河
南
有
甘
城
。
水
経
、
甘
水
出
宜
陽
県
鹿
蹄
山
、
東
北
至
河
南
県
、
北
入
洛
。
鄭
注
河
南
城
西
二
十
五
里

有
故
甘
城
。
俗
曰
鑑
城
、
在
甘
水
東
十
里｣

と
あ
る
。
楊
の
疏
文
で
は

｢�
注｣

と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

｢

鄭
注｣

と
す
る
。
ま

た

｢

鑑
洛
城｣

で
は
な
く

｢

鑑
城｣

に
作
る
。

(

一
八)

｢

河
南
城
西
二
十
五
里｣

に
あ
る
の
は
石
城
で
あ
り
、
こ
れ
は
京
相�
の
説
に
あ
た
る
。
ま
た

｢

甘
水
東
十
里｣

に
あ
る
に
は
鑑

洛
城
で
あ
り
、
こ
れ
は�
道
元
の
説
で
あ
る
。『

春
秋
地
名
考
略』

は
、
異
な
る
二
つ
の
城
を
指
し
示
す
こ
れ
ら
の
文
を
混
同
し
て
お
り
、
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故
に
矛
盾
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

(

一
九)
王
子
帯
は
周
の
恵
王
の
子
で
、
襄
王
の
弟
。
母
の
恵
后
か
ら
愛
さ
れ
、
恵
王
が
崩
御
し
た
際
に
は
そ
の
位
を
奪
う
べ
く
、
兄
の

襄
王
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
す
。
こ
れ
を
含
め
三
度
反
乱
を
起
こ
し
、
最
終
的
に
襄
王
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
。

(

二
〇)

『

左
伝』

僖
公
二
四
年
条
に

｢

初
、
甘
昭
公
有
寵
於
恵
后
、
恵
后
将
立
之
、
未
及
而
卒
。
昭
公
奔
斉
、
王
復
之
、
又
通
於
隗
氏
。

王
替
隗
氏
、
頽
叔
桃
子
曰
、
我
実
使
狄
、
狄
其
怨
我
。
遂
奉
大
叔
、
以
狄
師
攻
王｣

と
あ
る
。
ま
た
そ
の
杜
預
注
に

｢

甘
昭
公
、
王
子

帯
也
。
食
邑
於
甘
、
河
南
県
西
南
有
甘
水｣

と
あ
る
。
こ
れ
は
王
子
帯
の
三
度
目
の
反
乱
に
あ
た
る
記
事
で
あ
る
。

(

二
一)

『

国
語』

晋
語
四
に

｢

冬
、
襄
王
避
昭
叔
之
難
、
居
于
鄭
地�巳｣
と
あ
る
。

甘
水
は
さ
ら
に
非
山
水
と
合
流
す
る
。
非
山
水
は
非
山
の
東
谷
か
ら
流
れ
出
て
①

、
東
に
流
れ
て
甘
水
に

入
る
。

①
孫
星
衍
は
、
非
山
は
す
な
わ
ち
鹿
蹄
山
で
あ
る
と
い
う
。

熊�『
通
鑑』

唐
高
宗
龍
朔
元
年
一
〇
月
条
に

｢

非
山
に
て
狩
を
行
う｣

(

一)

と
あ
る
の
が
、
ま
さ
し
く
こ
こ
で
あ
る
。『

隋
書』

食

貨
志
で
は

｢

飛
山｣

(

二)

に
作
る
。
山
は
鹿
蹄
山
の
西
北
に
位
置
し
、(

鹿
蹄
山
と
非
山)

は
一
つ
の
山
で
は
な
い
。
し
か
し

『

括
地

志』

に
引
く

『

洛
陽
記』

に

｢

河
南
県
の
西
南
二
五
里
、
甘
水
は
こ
こ
か
ら
流
れ
出
て
い
る
。
山
の
上
に
は
甘
城
が
あ
る｣

(

三)

と
あ

る
。
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
甘
城
は
、
ま
さ
し
く
京
相�
が
指
し
示
し
た
非
山
の
上
に
あ
る
城
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
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て
い
る
甘
水
は
、
ま
さ
し
く
こ
の

『

注』

で
の
非
山
水
で
あ
る
。『

紀
要』

に

｢

鹿
蹄
山
、
あ
る
い
は
こ
の
山
を
非
山
と
い
う｣

(

四)

と
あ
る
の
は
、
こ
れ

(『

括
地
志』)

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
甘
水
が
鹿
蹄
山
か
ら
流
れ
出
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
ろ

う
。�
道
元
は

｢

甘
水
は
非
山
水
と
合
流
す
る｣

と
明
言
し
て
お
り
、
鹿
蹄
山
が
非
山
で
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
本

の

『

洛
水
注』
に
、｢
鹿
蹄
山
は
、
世
の
人
々
が
こ
の
山
を
非
山
と
い
う｣

と
あ
る
の
は
、
こ
の

(

甘
水)

篇
に
依
拠
す
れ
ば

｢

非
也｣

の
上
に
き
っ
と

｢

縦
山｣
の
二
字
が
脱
落
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
全
・
趙
・
戴
は
み
な

(『

洛
水
注』

の)
｢

也｣

を
改
め
て

｢

山｣

に
作
り
、
孫
星
衍
は
つ
い
に
非
山
は
鹿
蹄
山
で
あ
る
と
い
っ
た
。
こ
れ
は

『

括
地
志』

が

『

洛
陽
記』

の
せ
い
で
誤
り
、
顧こ

祖そ

禹う

が

『

括
地
志』

の
せ
い
で
誤
り
、
孫
星
衍
が
さ
ら
に
全
・
趙
・
戴
が
妄
り
に

『

洛
水
注』

を
改
め
た
せ
い
で
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
全

員�
注
を
細
部
ま
で
読
み
、『

洛
水
篇』
『
甘
水
篇』

の
二
篇
を
比
較
参
照
し
な
か
っ
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
る
。
転
々
と
武
断
の
見

解
を
継
承
し
た
結
果
な
の
で
あ
る

(

五)

。

(

一)
『

通
鑑』

巻
二
〇
〇
唐
高
宗
龍
朔
元
年
一
〇
月
条
に

｢
戊
申
、
又
畋
于
非
山｣

と
あ
る
。

(

二)
『

隋
書』

食
貨
志
に

｢

又
於�
澗
営
顕
仁
宮
、
苑
囿
連
接
、
北
至
新
安
、
南
及
飛
山
、
西
至�黽
池
、
周
囲
数
百
里｣

と
あ
る
。

(

三)

五
五
三
頁
の
注

(

七)

を
参
照
。

(

四)
『

紀
要』

巻
四
八
宜
陽
県
条
に

｢

鹿
蹄
山
、
県
東
南
五
十
里
。
一
名
縦
山
。
或
謂
之
非
山
。
唐
龍
朔
元
年
、
畋
於
非
山
、
是
也
。
甘

水
出
焉｣

と
あ
る
。 水

経
注
疏
訳
注
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(

五)
鹿
蹄
山
・
非
山
・
縦
山
に
関
す
る
議
論
を
整
理
す
る
。
も
と
も
と
巻
一
五

『

洛
水
注』

の
原
文

(

宋
本)

は
、｢

鹿�
山
、
世
謂
之

非
也｣
で
あ
り
、
こ
れ
が
鹿
蹄
山
と
非
山
と
を
同
一
視
す
る
論
拠
と
な
る
。
し
か
し

(

こ
こ
の)

『

甘
水
注』

に
み
え
る
よ
う
に
、
鹿
蹄

山
か
ら
流
れ
出
た
甘
水
と
、
非
山
か
ら
流
れ
出
た
非
山
水
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
熊
会
貞
は
、
鹿
蹄
山

と
非
山
と
を
異
な
る
山
と
し
、
右
の

『

洛
水
注』

の
文
に

｢

縦
山｣

二
字
を
加
え
、｢

鹿
蹄
山
、
世
謂
之
縦
山
、
非
也｣

と
改
め
た
。
し

か
し
こ
れ
も
冒
頭
の

『
注』
文
で
あ
る

｢(

鹿
蹄)

山
在
河
南
陸
渾
県
故
城
西
北
、
俗
謂
之
縦
山｣

と
矛
盾
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

『

訳
注

洛
水
・
伊
水
篇』

一
九
七
〜
一
九
八
頁
参
照
。

甘
水
は
さ
ら
に
河
南
城
の
西
で

(
一)

、
北
流
し
て
洛
水
に
入
る
。『

経』

文
で

｢

県
の
南｣

と
い
う
の
は
、

誤
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
京
相�
が
①｢
今
河
南

(

郡)

河
南
県
②

の
西
に
甘
水
が
あ
る
③

。
北
流
し
て
洛
水

に
入
る｣

(

二)

と
い
う
の
は
、
実
際
と
合
っ
て
い
る
。

①
戴
は

｢

故｣

字
を
削
る
。

②
戴
は
上
の

｢

河
南｣

二
字
を
削
る
。

楊�
河
南
郡
河
南
県
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
二
字
は
衍
文
で
は
な
い
。

③
朱
は

｢

西｣

字
を
脱
す
る
。

趙
は

｢

西
南｣

二
字
を
増
し
、
い
う�『
続
漢
志』

の
河
南
尹

(

三)

河
南
県
条
に

｢

甘
城
が
あ
る｣

(

四)

と
い
い
、
そ
の
劉
昭
注

(

五)

水
経
注
疏
訳
注

第
十
六

甘
水

五
五
七



に
｢

杜
預
は
、(

河
南)

県
の
西
南
に
甘
泉
が
あ
る
と
い
う｣

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
甘
水
の
こ
と
で
あ
る
。

全
・
戴
も
同
じ
く
増
す
。

楊�
残
宋
本
は

｢

西｣

に
作
る
。
呉
本
も

｢

西｣

に
作
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
正
し
い
。
今
は
そ
れ
に
従
っ
て
増
す

(

六)

。
京
相�
は
必

ず
し
も
杜
預
と
説
を
同
じ
く
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に

『

左
伝』

の
僖
公
二
四
年
条
の
杜
預
注
は

｢

有
甘
水｣

(

七)

に
作
っ
て
い

る
。
劉
昭
が
こ
れ
を
引
用
し
て

｢

甘
泉｣

に
作
っ
た
の
は
字
の
誤
り
で
あ
る

(

八)

。

(

一)

原
文
は
、｢

西｣

の
下
に

｢

句｣
と
い
う
字
が
入
る
。｢

句｣

は
、
句
点
を
示
し
、｢

于
河
南
城
西
北
、
入
洛｣

で
は
な
く
、｢

于
河

南
城
西
、
北
入
洛｣

と
訓
む
べ
き
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

二)

五
五
三
頁
の
注

(

五)

を
参
照
。

(

三)

江
蘇
本
・
台
湾
本
は

｢

河
南
尹｣

を
除
く
。

(

四)
『

続
漢
志』

一
河
南
県
条
に

｢

周
公
時
所
城�
邑
也
、
春
秋
時
謂
之
王
城
。
東
城
門
名
鼎
門
、
北
城
門
名
乾
祭
。
又
有
甘
城
、
有�

郷｣

と
あ
り
、
劉
昭
の
注
に

｢

杜
預
曰
、
県
西
南
有
甘
泉｣
と
あ
る
。

(

五)

江
蘇
本
は

｢

昭｣

字
を
削
る
。

(

六)

江
蘇
本
で
は
、｢

大
典
本
・
残
宋
本
・
黄
本
並
作
西
、
与
上
合｣

と
す
る
。

(

七)

五
五
五
頁
の
注

(

二
〇)

を
参
照
。

水
経
注
疏
訳
注

穀
水
篇

五
五
八



(

八)
江
蘇
本
・
台
湾
本
に
は
、｢

又
左
伝｣

以
降
の
文
は
な
く
、｢

戴
不
従
大
典
作
西
而
作
西
南
、
蓋
為
趙
説
所
誤
、
今
訂

(

戴
は
大
典

本
が

｢
西｣
と
作
る
の
に
従
わ
ず
、｢

西
南｣

と
作
る
。
お
そ
ら
く
趙
説
の
誤
り
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
今
訂
正
す
る)｣

と
す
る
。

水
経
注
疏
訳
注

第
十
六

甘
水

五
五
九
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